
平成 23年度 事業評価表の見方 

○  事業評価表は、左ページでは、当該事業の目的、概要、目標（値）、予算・決算額、実施スケ

ジュールなどを掲載しています。また、右ページでは、事業の中間評価と事後評価を掲載してい

ます。 

○  事業の目標（値）である、｢活動指標｣は、行政の事業・活動の内容量の数値等を記載していま

す（例．SOHO 支援セミナーを○○回開催。バリアフリー道路を△△キロ整備）。同様に、｢まち

づくり指標｣は基本計画と同じ考え方で、｢成果指標｣として事業実施によって目指す結果・成果

等の指標です（講演会の参加者が○○人で、アンケートによる満足度は△△％。市民一人当たり

の図書貸出し冊数等）。そして、まちづくり指標のうち、主に行政を推進主体とするものは「①

行政指標」、多様な推進主体の協働によって実現を目指すものは「②協働指標」としています。 

○  年度別明細において、｢平成 2１年度｣、｢平成 2２年度｣及び｢平成 2３年度達成｣の欄は、それ

ぞれの年度の実績値を、｢平成 2３年度目標｣は、評価表の当初計画を策定した６月時点の目標を

記載しています。 

○  事業の中間評価では、中間評価を行う 9 月時点での当該事業の課題と改善方向を記載していま

す。また、この時、各事業のコストや成果の向上の程度を点検し、平成 2４年度の方向性を｢主管

課中間評価｣として記載します。ただし、平成 2３年度で終了する事業や平成 2３年度と 2４年度

の予算や成果を一概に比較できない場合（例えば、平成 2３年度は設計で、2４年度は工事に着

手する事業）などは空欄になっています。また、平成 2３年度で終了する事業は、中間評価を行

っていません。 

○  平成 2３年度の事後評価の全体的な傾向等につきましては、白書本編 第Ⅱ章｢３．平成 2３年

度事業評価 評価結果概要｣をご参照ください。 
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概
要

終期 時間

評価対象
事業名

第４次基本計画の策定と個別計画策定・改定に
関する総合調整

企画部企画経営課
2112内線企画調整係

計画の策定と推進

三鷹市基本構想

計画事業名

関連計画

　平成34（2022）年度を目標年次として、三鷹市の次期総合計画となる「第４次三鷹市基本計画」を策定する。
　策定にあたっては、平成22年度末までに実施した各市民会議・審議会の検討・提案、「まち歩き・ワークショップ」による
コミュニティ住区ごとのまちづくり提案などを踏まえた検討を行う。引き続き、地域や分野ごとの市民参加を進めるととも
に、まちづくりディスカッションを拡充して開催し、骨格案、素案の策定を経て、計画を取りまとめる。
　また、同時期に策定や改定を行う個別計画との連動と調整を図る。

始期 19 年度から 23 年度まで

２．総務費
９．第４次基本計画等策定準備関係費

事業の目的・概要　　目的は対象(何を､誰を対象に)と意図(対象をどういう状態にしたいのか)を､概要は実施手法､手順等を記入

　長期的、総合的かつ戦略的な市政運営を推進することを目的とした第４次基本計画を策定する。また、同時期に策定や
改定を行う個別計画との連動と調整を図る。

1総務管理費 3企画費

○

基本計画掲載 第8部 第2・1-

他団体の先進的な取り組み事例・成果・参考実績値　（コスト比較を含む）

当該事務に従事する実職員数 4 人または
今年度の改善・改革ポイント（前年度の評価結果等を踏まえて。継続事業の場合記入）

　平成22年度末までに実施した各市民会議・審議会の検討・提案、「まち歩き・ワークショップ」によるコミュニティ住区ごとの
まちづくり提案、市民・団体意向調査の結果などを踏まえた検討を行う。また、地域や分野ごとの市民参加を進めるとともに、
まちづくりディスカッションを拡充して開催し、骨格案、素案の策定を経て、計画を取りまとめる。引き続き現行計画のすべて
の課題の達成状況を踏まえ、個別課題の進捗状況の把握に努めるとともに、第４次基本計画策定に向けた庁内の総合調整
を行う。

今年度の活動指標（事業・活動の内容・量の指標）の説明

　基本計画策定に向けた討議資料の作成、｢骨格案｣の策定と市民参加（パブリックコメント、まちづくり懇談会）の実施、｢素
案｣の策定と市民参加（「骨格案」に同じ）の実施、まちづくりディスカッションの開催、各市民会議・審議会における第４次基
本計画の各施策及び個別計画の検討と提言、基本計画の確定を活動指標とする。

今年度のまちづくり指標（成果の指標）の説明

　上記と同様の取り組みをまちづくり指標とする。

事業NO. 101 事業名
第４次基本計画の策定と個別計画策定・改定に
関する総合調整①

≪重点管理事業≫ 企画部

年度別明細 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度目標 Ｈ２３年度達成
活動指標
（事業・活
動の内容・
量）

・まちづくり研究所「第４次基
本計画と市民参加のあり方
に関する研究会」の設置・検
討の推進
・｢三鷹将来構想検討チーム｣
の設置・研究の推進
・｢三鷹を考える論点データ集
作成チーム｣の設置・検討の
推進

・住区ごとの市民参加の推進と地域課
題・提案の取りまとめに関する庁内調
整
・各市民会議・審議会に市民参加の推
進と施策課題・提案の取りまとめに関
する庁内調整
・「三鷹を考える論点データ集｣と｢三鷹
を考える基礎用語事典｣の発行
・計量経済モデルによる長期予測の実
施
・市民意向調査・団体意向調査の実施
・まちづくりディスカッションコーディネー
ター養成講座の実施

・第４次基本計画策定に向
けた討議資料の作成
・第４次基本計画｢骨格案｣
の策定と市民参加の実施
・第４次基本計画｢素案｣の
策定と市民参加の実施
・まちづくりディスカッション
の開催
・各市民会議・審議会にお
ける第４次基本計画の各
施策及び個別計画の検討
と提言
・第４次基本計画の確定

・第４次基本計画策定に向
けた討議要綱の作成
・第４次基本計画｢骨格案｣
の策定と市民参加の実施
・第４次基本計画｢素案｣の
策定と市民参加の実施
・まちづくりディスカッション
の開催
・各市民会議・審議会にお
ける第４次基本計画の各
施策及び個別計画の検討
と提言
・第４次基本計画の確定

まちづくり
指標（成果
指標）
①行政指標
②協働指標

②「第４次基本計画と市民参
加のあり方に関する研究会」
による報告書の提出
①｢三鷹将来構想検討チー
ム｣による報告書の取りまと
め
①｢第４次基本計画及び個別
計画の策定等に関する基本
方針｣の策定・通知。平成22
年度施政方針における第４次
基本計画策定の進め方の公
表
①｢新たな行財政改革推進計
画の策定に向けた基本方針｣
の策定・通知

②住区ごとの市民参加の推進と地域課
題・提案の取りまとめに関する庁内調
整
②各市民会議・審議会の市民参加の推
進と施策課題・提案の取りまとめに関
する庁内調整
①「三鷹を考える論点データ集｣と｢三鷹
を考える基礎用語事典｣の発行
①計量経済モデルによる長期予測の
実施、①市民意向調査・団体意向調査
の実施
②まちづくりディスカッションコーディ
ネーター養成講座の実施

②第４次基本計画策定に
向けた討議資料の作成
②第４次基本計画｢骨格
案｣の策定と市民参加の実
施
②第４次基本計画｢素案｣
の策定と市民参加の実施
②まちづくりディスカッショ
ンの開催
②各市民会議・審議会に
おける第４次基本計画の
各施策及び個別計画の検
討と提言
②第４次基本計画の確定

②第４次基本計画策定に
向けた討議要綱の作成
②第４次基本計画｢骨格
案｣の策定と市民参加の実
施（７住区で各１回）
②第４次基本計画｢素案｣
の策定と市民参加の実施
（７住区で各１回）
②まちづくりディスカッショ
ンの開催（１回）
②各市民会議・審議会に
おける第４次基本計画の
各施策及び個別計画の検
討と提言
②第４次基本計画の確定

予算額(千円) 7,060   14,128   17,136   16,516   
決算額(千円) 6,809   13,702   13,344   
執行率(％) 96.4% 97.0% 80.8%

意見募集 ●まちづくりディスカッション
パブリックコメント パブリックコメント

●まちづくり懇談会 ●まちづくり懇談会
三鷹ネットワーク大学による関連講座の実施

市民会議・審議会等による第４次基本計画、個別計画の検討

市議会全員協議会報告 市議会全員協議会報告
●広報特集号 ●広報特集号

意見募集 ●まちづくりディスカッション
パブリックコメント パブリックコメント
●まちづくり懇談会 ●まちづくり懇談会

三鷹ネットワーク大学による関連講座の実施

市民会議・審議会等による第４次基本計画、個別計画の検討

当初計画変更の内容・理由等（※進捗状況評価で記載した理由以外に詳細な説明がある場合に記載）

●討議要 ●「骨格 ●「素

●
確
定

8月
●「骨格 ●「素●討議資

1月 2月

年間の実施スケジュール

4月 5月 6月 7月 3月9月 10月 11月 12月

　当初計画どおり実施。
　総務委員会において、随時進行状況等を報告。

当
初
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画

結
　
果

●
確
定
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-
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１ある・２ない・３その他

《事業の中間評価》

中間評価時の課題と次年度の改善・改革方向

　　基本計画骨格案及び素案それぞれの段階で、パブリックコメントを実施する。各個別計画骨格案等について、市民意見
の募集を行い、個別計画の素案については、パブリックコメントを実施する。多元的、多層的な市民参加を図るため、まちづく
りディスカッション、まちづくり懇談会を開催し、市政について議論を深め、より多くの意見を計画に反映させながら計画を策
定する。なお、基本計画と個別計画の整合性を図るため、職員及び組織間の連携をとりながら取り組みを進める。

主管課中間評価（今年度で事業が終了する場合は記入不要）
コスト面

《事業の事後評価》

中
　
間
　
評
　
価

来年度は本年度よりコストが、１減少する・２維持・３増加する(比較できない場合は理由のみ記載）

（理由）　平成 24年度は広報特集号、冊子の作成及びシンクタンクとの調査研究委託業務のみとなるのでコストは減少す
る。

（理由）　次年度以降は具体的な政策課題の推進が主となるため比較できない。

成果面 来年度は本年度より成果が、１増加・２維持・３減少する(比較できない場合は理由のみ記載）

（理由及び具体的内容）　広報特集号、冊子作成、研究会運営支援を委託によって行う。

今後の委託・協働等（民間・嘱託臨職・市民による一部実施を含む）の可能性について

改善提案に対する事業評価審査会の意見・評価(又は平成23年度の取り組みに対する意見)
評価 １ 妥当である・２ 改善の余地あり・３ 抜本的な見直し必要 （特記意見）

改善提案に対する政策会議の意見・評価(又は平成23年度の取り組みに対する意見)

　重点的に取り組む課題とする。
　庁内検討チームのあり方について調整すること。

主
管
課
評
価

審
査
会
評
価

（特記意見）
進捗状況評価

１大(目標の指標等を達成）・２中・３小又はなし成果に対する評価（活動指標・まちづくり指標に対して）

成果に対する評価

１高(特別の成果あり）・２中・３低

事
　
後
　
評
　
価

効率性・経済性に対する評価 2

　平成24年３月に三鷹市の次期総合計画となる「第４次三鷹市基本計画」を策定した。平成34年度を目標年次とし、東
日本大震災による影響を背景に、「都市再生」と「コミュニティ創生」の２つを「最重点プロジェクト」に、「危機管理」を
「緊急プロジェクト」に位置づけ、市の今後の施策の方向性や主要事業などを定めた。
　策定にあたっては、平成22年度までに実施した「まち歩き・ワークショップ」による提案などを踏まえ、無作為抽出の
市民による「みたかまちづくりディスカッション」、骨格案に対するアンケート調査を実施した。また、骨格案、素案の各
段階でコミュニティ住区ごとの「まちづくり懇談会」、パブリックコメントの実施など多元的で多層的な市民参加を重ね、
可能な限り市民の意見を計画に反映することに努めた。
　また、23の個別計画の策定・改定を同時に進め、基本計画と個別計画の連動及び整合を図った。

総合評価（進捗状況、成果、効率性・経済の評価を踏まえて）及び次年度の実施方針

効率性（事業の効率的実施）・経済性（予算のコスト削減等）に対する評価

進捗状況評価（当初計画に対して） １当初計画通り(計画以上の進捗を含む）・２若干遅れた・３大きく遅れた

事業NO. 101 事業名
第４次基本計画の策定と個別計画策定・改定に
関する総合調整②

≪重点管理事業≫ 企画部


